




















情報開示J白桃書房， 1986年］所収， 12 14頁。
2 ）この点については， WalterB.McFarlandによって，早くから指摘されている。 MortonBacker 























会計学：記号・経済・経営分野との相互浸透j同文舘， 1991年， 127 128頁。大雄令純「部門別報告
とエンテイテイ概念J『アカデミアJ第83号， 1971年11月， 36-38頁。
4）熊谷重勝円l当金会計の史的展開J同文舘， 1993年， 7-10頁。


















































































































































































































14) Stephen L.Buzby & Lester E.Heitger, Profit Oriented Reporting for Marketing 




























16) Ray H.Garrison, Mαnαgerial Accounting . Concepts for Plαnning,Control, Decision 





























『管理会計の測定と伝達』森山書店， 1988年， 60 63頁。
18）下記論稿では，セグメントの一般的要件を事業部に適用した場合について考察している。併せて参
照されたい。拙稿「セグメントの基本的視座と事業部制」『東京文化短期大学紀要』第1号， 1993年
5月， 111 119頁。
セグメントの概念規定に関する一考察 111 
性を維持できるのは，設定基準に業務活動の場所的範囲・領域という共通点があるからである，
という点に留意しなければならない。
第二に，セグメントは，ある全体から分別された部分活動を括られ，特定の範囲・領域を画
定された「区分単位」として設定されていなければならない。区分単位としてのセグメントは，
より具体的には，費任・権限区分として，業績管理区分として，そして報告区分として顕現す
ることになる。
第三に，セグメントは，基本的には定量的データが集計され，計算されることが求められる
活動が括られ，特定の範囲・領域を画定された「計算単位」として設定されていなければなら
ない。
本稿では，まず，企業において展開される様々な活動への三つの接近視角を提示した。企業
諸活動の場所的範囲・領域である会計単位を真に理解するためには，これら三つの分析視角の
適用をもって迫るものでなければならない。これら三つの視角に拠って立つ分析において初め
て企業諸活動の諸様相が充分によく解明され，従って本稿の主題とする会計単位を分割した細
分単位に過ぎないセグメント概念も，これをもって多面的に素描し，規定することができると
考えられるのである。
